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土浦市まちづくり市民会議

委 員 長
　長谷川　昭
　　　（板谷町地区長）

副委員長
　宇井　正信
　　　（東並木町地区長）
　原　　市代
　　　（都和中地区スポーツ協会会長）
　萩野谷孝雄
　　　（都和中学校校長）

都和地区市民委員会

常任委員会

【市民委員会組織図】
都和地区市民委員会の活動

福
祉
部

安
全
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

部
長
　
木
村
　
光
秋

異
常
気
象
が
も
た
ら
す
気
温
の
上
昇

と
豪
雨
が
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
規
模
で
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
い
つ
起
こ
る
か

と
緊
張
の
毎
日
で
す
。
災
害
が
起
き
た

時
、
何
を
す
べ
き
か
今
一
度
確
認
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

福
祉
部
の
活
動
と
し
て
は
、
雑
巾
寄

贈
の
継
続
・
会
食
会
の
協
力
・
福
祉
関

連
の
研
修
に
力
を
入
れ
、
部
員
一
同
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。部

長
　
櫻
井 

裕
之

昨
年
は
、
公
民
館
ま
つ
り
も
盛
況
で
、

コ
ロ
ナ
前
に
近
い
状
況
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今
年
の
活
動
は
、
災
害
関
連
の
出
前

講
座
、
自
転
車
の
点
検
、
公
民
館
ま
つ

り
や
歩
く
会
へ
の
協
力
、
救
命
講
習
会

等
、
関
係
者
の
方
々
や
部
員
の
皆
様
と

協
力
し
合
っ
て
進
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

部
長
　
竹
内
　
靖
揮

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
自
粛
は
、

運
動
不
足
と
体
力
低
下
を
招
き
ま
し
た
。

専　門　部　名 その他の事業

福     祉     部

◎ 地域福祉活動への参加協力

◎ ふれあいネットワークへの
　 参加協力

安     全     部

◎ 交通安全思想の啓発・推進

◎ 防災・防犯活動

◎ 町内会自主防災組織への参加協力

スポーツ・健康部

◎ 各種スポーツ・レクリエーション
　 活動

◎ 健康づくり・健康教室等の開催

◎ 地区スポーツ協会事業への参加協力

環     境     部

◎ ゴミの減量化・資源化運動

◎ 環境美化活動、水質浄化運動

◎ 花いっぱい運動

文  化  広  報  部

◎ 広報紙の発行（年２回）

◎ コンサートなど文化事業開催

◎ 公民館講座への参加、推進

◎ 市民憲章の啓発

青 少 年 育 成 部

◎ 地域と学校との連帯強化
  （総合学習への協力など）

◎ 非行防止キャンペーン等啓発活動

事業内容

・公民館まつりへの
　参加、協力
　（11/22～12/1）

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「福祉の店」出店
・福祉施設への寄贈
・福祉部会の実施
・他の部との交流
・会食会協力

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「交通誘導他」
・防災関連等の研修会
・救命講習会の開催
・都和地区歩く会の協力

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「模擬店」出店
・他部との合同健康教室
・都和地区いきいき健康体操参加、協力
・都和地区歩く会の協力

・都和地区奉仕作業
・花壇の整備・管理
・土浦市環境展参加
・公民館まつり参加「環境関連PR等」
・地域清掃活動
・移動学習会

・都和地区奉仕作業
・「つわの風」取材・編集会議
・広報紙「つわの風」発行（年２回）
　「土浦のむかし話」の掲載
・ふれあいコンサートの開催
・公民館まつり支援
　「ステージの司会、記録等」
・合同研修会への参加

・都和地区奉仕作業
・チャレンジクラブへの協力
・青少年健全育成運動
　（あいさつ運動２回）
・非行防止キャンペーン参加
・公民館まつり参加
　「焼き芋・野菜の販売・ゲームコーナー」
・小中学校登校時のあいさつ運動への参加
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青
少
年
育
成
部

文
化
広
報
部

環
境
部

都
和
地
区
正
副
地
区
長
会
で
は
、
６

月
23
日
（
日
）
都
和
公
民
館
に
お
い
て
、

災
害
が
発
生
し
た
際
の
避
難
所
の
運
営

に
つ
い
て
、
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

土
浦
市
防
災
危
機
管
理
課
職
員
を
講

師
に
迎
え
、
正
副
地
区
長
30
人
が
６
グ

ル
ー
プ
分
か
れ
、
避
難
所
に
避
難
し
た

方
々
の
対
応
、
支
援
物
資
の
受
入
、
食

事
な
ど
を
想
定
し
た
机
上
訓
練
（
Ｈ
Ｕ

Ｇ
）
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

部
長
　
木
野
内
　
完
治

４
月
21
日
開
催
の
専
門
部
会
議
に
於
い

て
、
今
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
協
議

し
、
例
年
実
施
し
て
い
る
事
業
（
奉
仕
作

業
、
花
壇
の
整
備
・
管
理
、
公
民
館
ま
つ

り
へ
の
協
力
、
年
末
の
清
掃
活
動
）
に
つ

い
て
は
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
主
催
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
「
優
良
賞
」
で
し
た
。

ま
た
、環
境
部
の
移
動
研
修
会
と
し
て
、

神
立
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
茨
城

県
企
業
局
県
南
水
道
事
務
所
等
を
訪
問
し

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
環
境
美
化
に
ご
協
力
願
い

ま
す

部
長
　
小
松
㟢
　
猛
彦

第
１
回
目
の
専
門
部
会
議
を
６
月
14

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
顔
合
わ

せ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
へ
の
協
力
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
小
中
学
生
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
に
各
公
民
館
毎
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
に
、

各
部
員
と
も
１
回
は
参
加
、
協
力
し
て

部
長
　
清
藤 

雅
宏

今
回
は
、
都
和
地
区
の
夏
祭
り
の
状

況
を
記
事
と
し
ま
し
た
。
５
年
ぶ
り
に

開
催
で
き
た
板
谷
の
盆
踊
り
、
昨
年
か

ら
再
開
し
て
い
る
並
木
八
幡
祭
は
特
に

盛
大
で
、
そ
れ
ぞ
れ
千
名
に
近
い
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
社
協
が
主
催
し
た
「
お
楽
し

み
会
食
会
」、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活

動
報
告
、
土
浦
の
昔
話
、
表
彰
、
関
連
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
掲
載
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
10
月
20
日
に
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。「
土
浦
吹

奏
楽
団
」
に
演
奏
し
て
頂
き
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

何
か
話
題
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
面
白
く
読
ん

で
い
た
だ
け
る
内
容
と
す
る
べ
く
部
員

一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た

　

５
月
18
日（
土
）市
民
委
員
会
及
び
ス

ポ
ー
ツ
協
会
共
催
に
よ
り
、
都
和
小
、

都
和
南
小
、
都
和
中
、
都
和
公
民
館
に

分
か
れ
て
、
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
和
地
区
正
副
地
区
長
会

防
災
研
修
会
を
開
催

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
年
間
で
都
合
の

良
い
活
動
日
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

６
月
24
日
（
月
）
は
、
各
小
学
校
で

の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
参
加
し
、
７

月
２
日
（
火
）
は
土
浦
市
非
行
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
あ
り
、
部
長
・
副
部
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
部
員
同
士
が
楽
し
ん
で
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
５
類
感
染
症
と
な
っ
て
か
ら
は
行

事
も
再
開
し
、
感
染
予
防
に
努
め
な
が

ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
も

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
協
力
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
、
都
和

公
民
館
ま
つ
り
、
歩
く
会
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
体
力
テ
ス
ト
も

開
催
予
定
で
す
。
都
和
地
区
皆
様
の
益
々

の
健
康
増
進
を
願
う
と
と
も
に
、
運
動

の
推
進
に
向
け
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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話題

板
谷
の
盆
踊
り

並
木
八
幡
祭

板
谷
の
盆
踊
り
は
、
40
年
ほ
ど
前
か
ら

板
谷
一
・
二
丁
目
の
空
地
で
、
小
規
模
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
空
地
が
狭
く
な
り
、

平
成
25
年
ご
ろ
都
和
幼
稚
園
に
場
所
を
移

し
ま
し
た
が
、
そ
こ
も
閉
園
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
30
年
に
ふ
れ
あ
い
広
場
を
整
備

し
、
盛
大

な
盆
踊
り

に
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍

で
は
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
や
っ

と
５
年
ぶ
り
に
、
８
月
14
日
に
再
開
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
三
段
の
や
ぐ
ら
の

上
で
、
笛
、
太
鼓
の
演
奏
で
そ
の
回
り
を

大
勢
の
方
が
踊
り
、
千
人
近
く
の
参
加
が

あ
り
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
長
谷

川
地
区
長

ら
に
よ
る

「
お
菓
子

ま
き
」
や

役
員
に
よ

る
模
擬
店

も
あ
り
、

大
盛
況
で

し
た
。

並
木
八
幡
祭
は
、
並
木
町
児
童
公
民
館

の
隣
に
あ
る
亀
城
稲
荷
神
社
境
内
に
あ
る

八
幡
宮
の
お
祭
り
で
、
昭
和
52
年
に
初
開

催
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
が
あ
り
ま

し
た
が
今
年
で
45
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
祭
り
は
、
並
木
一
丁
目
･
二
丁
目
･

三
丁
目
･
四
丁
目
、
東
並
木
町
の
５
町
会

の
合
同
開
催
で
、
西
並
木
町
は
別
に
独
自

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
並
木
一
丁
目

が
当
番
町
会
で
地
区
長
の
岡
田
篤
祭
典
委

員
長
、
ま
た
、
青
年
会
の
斎
藤
大
樹
実
行

委
員
長
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
は
、
８
月
17
日
（
土
）
と
18
日

（
日
）
両
日
に
開
催
さ
れ
、
17
日
は
町

内
を
子
供
た
ち
が
山
車
を
引
い
て
回
る

巡
行
が
午
前
・
午
後
・
夜
の
３
回
行
わ

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

　
　
　
　
会
食
会
を
開
催

れ
、
18
日
は
昼
と
夜
の
２
回
巡
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
更
に
18
日
は
19
時
30
分
か
ら

山
車
の
競
演
が
JA
の
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

競
演
は
、
大
人
神
輿
と
子
供
神
輿
で
始

ま
り
、
並
木
町
の
山
車
、
西
並
木
町
の
山

車
と
新
川
囃
子
な
み
き
組
の
山
車
の
３
台

で
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
様
子
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
都
和
支
部

で
は
、
７
月
11
日
に
５
年
ぶ
り
と
な
る

「
会
食
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
食
会
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
交
流
す
る
機
会
を
設
け
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。当

日
は
、
36
名
が
参
加
し
て
、
都
和

地
区
の
民
生
委

員
と
市
民
委
員

会
福
祉
部
の
み

な
さ
ん
に
は
、

見
守
り
や
話
し

相
手
と
し
て
協

力
い
た
だ
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
よ
つ
わ
の
会
」
で
は
朝
か
ら
昼
食
（
お

弁
当
）作
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
谷
川
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

新
治
都
和
交
番
の
飯
村
所
長
と
土
浦
警

察
署
警
備
課

の
方
か
ら
、

電
話
に
よ
る

サ
ギ
に
注
意

す
る
こ
と
、

夜
間
の
外
出

時
に
は
反
射

材
を
活
用
す

る
こ
と
、
災

盆踊りお菓子まき

山車巡行

子供神輿

西並木山車と獅子舞八幡祭山車と獅子舞

大人神輿
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花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

令
和
６
年
度
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
都
和
地
区
で
は
４
団
体
が
入
賞
し

ま
し
た
。

【
地
域
の
部
】

・
土
浦
市
長
賞

　
　

東
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

・
優
秀
賞

　
　
西
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

・
優
良
賞

　
　
都
和
地
区
市
民
委
員
会
環
境
部

　
　
都
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

都
和
地
区
の
民
生
委
員
児
童

委
員
を
紹
介
し
ま
す

茨
城
県
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
表
彰

・
大
山　

ヒ
ロ 

様
（
板
谷
一
）

　

地
域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
努
力

さ
れ
業
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

茨
城
県
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
顕

彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し

た
。

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域
に
お
い

て
、
住
民
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
必
要
な

援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
方
々
で
、
「
児
童
委
員
」
を
兼
ね
て
い

ま
す
。
任
期
は
３
年
（
令
和
７
年
11
月
末

ま
で
）
で
す
。

土
浦
市
に
は
各
中
学
校
区
ご
と
に
８
地

区
の
民
生
委
員
協
議
会
が
あ
り
、
都
和
地

区
の
委
員
は
25
名
（
欠
員
１
名
）
が
委
嘱

さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

担
当
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
は
左

記
の
通
り
で
す
。

主
な
役
割
・
活
動
に
つ
い
て

・�

定
例
会
を
月
１
回
開
催
し
、
情
報
交
換

や
研
修
会
を
実
施

・�

担
当
地
区
の
援
助
が
必
要
な
方
の
把
握

や
訪
問

・
社
協
都
和
支
部
事
業
へ
の
協
力
や
支
援

・�

市
役
所
担
当
課
や
福
祉
事
業
所
と
の
連

絡
調
整　

な
ど

◎ 

民
生
委
員
児
童
委
員
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ

　

土
浦
市
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　
　

８
２
６
︱
１
１
１
１
（
代
）

　

社
協
都
和
支
部
（
都
和
公
民
館
内
）

　
　

８
３
２
︱
１
６
６
７

都和地区民生委員児童委員の担当地区及び氏名
担当町名 氏　名

1 並木一丁目 大和田　昭子
2 並木二丁目 片 見 　 悦 代
3 並木三丁目西 横 田 　 直 和
4 並木三丁目東 小松㟢　猛彦
5 並木四丁目 泉谷　富美枝
6 並木五丁目 木野内　完治
7 東並木町 安 島 　 一 子
8 西並木町 木 村 　 綾 子
9 常名町 吉 田 　 和 司
10 都和一･四丁目 布 川 　 俊 哉
11 都和二丁目（県営）（9～11、16号棟） 　欠　　員　
12 都和二丁目（県営）（12～15号棟） 森戸　みや子
13 都和三丁目（市営）（1、5、6、7番） 石 橋 　 享 子
14 都和三丁目（市営）（2、3、4、8、9番） 遠 藤 　 久 子
15 板谷一丁目 小 堀 　 　 豊
16 板谷二･三丁目 佐藤　あや子

17
板谷四丁目西（709、714、716、724、
725、733） 小松﨑　成美

18
板谷四丁目東（667～669）、
五丁目（669サンコーポラス中貫） 木 村 　 光 秋

19 板谷六･七丁目 飯 田 　 玉 枝
20 小山崎町、笠師町 中 村 　 　 孝
21 中都町一～四丁目 松 原 　 弘 一
22 今泉町、粟野町 久 家 　 保 文
23 中貫町、東中貫町 浦 野 　 和 夫
24 主任児童委員 飯島　眞理子
25 主任児童委員 三杉　さかえ

東並木町健康クラブの花壇

害
が
発
生
し
た
際
の
避
難
行
動
に
つ
い

て
、講
話
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、「
か

た
つ
む
り
の
会
」
に
よ
る
健
康
体
操
、

都
和
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
「
都
和

ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
」の
演
奏
と
続
き
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
昼
食
で
は
、
よ
つ

わ
の
会
の
手
作
り
お
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
、
各
テ
ー
ブ
ル
と
も
会
話
が
弾
ん
で

い
ま
し
た
。昼
食
後
は
抽
選
会
を
し
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当

た
り
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
飛
び

入
り
で
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
ソ
ロ

演
奏
も
あ
り
、

聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

午
後
の
部

は
、
板
谷
地
区

の
有
志
で
結
成

さ
れ
た
バ
ン
ド

「
土
浦
Ｇ
Ｂ
Ｆ
」

の
演
奏
で
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス

や
懐
メ
ロ
も
披

露
さ
れ
、
ア
ン

コ
ー
ル
に
応
え

る
な
ど
楽
し
い

会
食
会
と
な
り

ま
し
た
。
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チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告

チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
と
は
、
各
公
民
館

を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
青
少
年

育
成
部
員
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
か
ら
第
４
回
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
５
月
18
日（
土
）　

第
１
回

　
開
講
式　
２
人
ヨ
ガ

開
講
式
後
、親
子
で
笑
い
ヨ
ガ
を
行
い
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

都
和
南
小
５
年　

島
田　

花
梨

今
ま
で
笑
う
機
会
が
な
か
っ
た
お
か
あ

さ
ん
と
た
く
さ
ん
笑
え
て
よ
か
っ
た
。

都
和
小
４
年　

伊
藤　

必
寿

お
母
さ
ん
と
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
た
り

笑
っ
た
り
し
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
だ
れ
に
で
も
あ
い
さ
つ
が
で
き
た
か

ら
よ
か
っ
た
。都

和
小
４
年　

鈴
木　

幸
希

親
と
一
緒
に
ヨ
ガ
を
や
り
ま
し
た
。
さ

い
し
ょ
は
不
安
だ
っ
た
け
ど
だ
ん
だ
ん
な

れ
て
き
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、
あ
い

さ
つ
を
ち
ゃ
ん
と
で
き
た
し
お
も
し
ろ
く

て
、
説
明
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
か
ら

○
６
月
22
日（
土
）　

第
２
回

　

卓
球
を
お
ぼ
え
て
試
合
を
し
よ
う

公
民
館
の
卓
球
同
好
会
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

都
和
小
５
年　

汪　

勇
成

卓
球
は
最
初
は
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

け
ど
、
や
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

都
和
小
４
年　

伊
藤　

吟

卓
球
の
仕
方
が
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
い

さ
つ
が
き
ち
ん
と

で
き
ま
し
た
。
お

友
達
と
な
か
よ
く

協
力
し
て
で
き

た
。
ラ
ケ
ッ
ト
の

持
ち
方
や
打
ち
方

が
わ
か
り
ま
し

た
。

○
７
月
７
日（
日
）　

第
３
回

　

森
林
体
験

潮
来
市
に
あ
る
茨
城
県
水
郷
県
民
の
森

で
自
然
に
つ
い
て
学
び
、
本
立
て
を
作
り

ま
し
た
。

都
和
南
小
５
年　

枝
川　

英
樹

今
日
は
、
保
護
色
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ゲ
ー
ム
を
12
個
み
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

都
和
南
小
５
年　

石
川　
　

凛

鳥
を
呼
ぶ
笛
を
ふ
い
た
ら
、
本
当
に
鳥

が
来
て
び
っ
く
り
し
た
。
本
棚
を
く
ぎ
や

と
ん
か
ち
を
使
っ
て
つ
く
っ
た
。

○
７
月
28
日（
日
）　

第
４
回

　

カ
ヌ
ー
に
挑
戦

快
晴
の
下
、
ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ
の
協
力

に
よ
り
、
霞
ヶ
浦
で
カ
ヌ
ー
体
験
を
し
ま

し
た
。

上
手
に
で
き

ま
し
た
。
お

母
さ
ん
と
一

緒
に
で
き
て

う
れ
し
か
っ

た
し
、
楽
し

か
っ
た
。

都
和
小
４
年　

友
常　

隼

初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
上
手
く
こ
ぐ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。あ
い
さ
つ
も
出
来
て
、

楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。

都
和
小
６
年　

菊
田　

悠
仁

カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
、
パ
ド
ル
で
こ
い
だ

り
ぬ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
１
年
前
に
体
験

し
た
と
き
よ
り
上
手
く
な
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
成
長
し
た
ん
だ
と
思
っ
て
、
気
持

ち
が
う
き
う
き
し
ま
し
た
。

都
和
南
小
５
年　

澤
井　

大
地

け
っ
こ
う
速
く
こ
げ
て
、
す
ご
く
面
白

く
て
楽
し
か
っ
た
。
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土
浦
の
む
か
し
話

古
く
か
ら
地
域
に
語
り
継
が
れ
た
「
も

の
が
た
り
」
を
集
め
た
「
土
浦
の
む
か
し

話
」
は
こ
れ
ま
で
に
４
集
発
刊
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
中
か
ら
都
和
地
区
に
ま
つ
わ
る
民

話
（
７
話
あ
り
ま
す
）
に
つ
い
て
掲
載
い

た
し
ま
す
。

【
編　

集
】

土
浦
市
文
化
財
愛
護
の
会　

民
話
研
究
部
会

　　

む
か
し
、
む
か
し
、
今
泉
村
の
村
は
ず

れ
に
、
茂も
へ
い平

さ
ん
と
い
う
正
直
者
が
住
ん

で
い
ま
し
た
。
茂
平
さ
ん
は
、
そ
れ
は
そ

れ
は
人
が
良
く
て
、
近
所
で
も
評
判
の
働

き
者
で
し
た
。
そ
の
上
鉄
砲
打
ち
の
名
人

で
、
何
所
へ
行
く
の
に
も
、
鉄
砲
を
は
な

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
息
子
さ
ん
も
よ
く
出

来
た
人
で
、
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

茂
平
さ
ん
は
、
振
舞
の
ご
馳
走
を
買
い

に
、
土
浦
へ
出
掛
け
ま
し
た
。

　

谷や
ば
た畑
の
池
の
所
ま
で
来
ま
す
と
、
遠
く

よ
り
鴨
が
三
羽
飛
ん
で
来
る
の
が
見
え
ま

し
た
。

　
（
し
め
、
し
め
）
と
、
茂
平
さ
ん
は
す

早
く
鉄
砲
を
か
ま
え
「
ド
ン
」
と
撃
つ
と
、

さ
す
が
に
命
中
。
三
羽
と
も
池
の
中
程
へ

こ
ろ
り
ん
と
落
ち
ま
し
た
。

　
「
お
お
、
よ
し
よ
し
」

　

茂
平
さ
ん
は
早
速
長
靴
の
ま
ま
池
の
中

へ
入
っ
て
拾
い
上
げ
、
岸
へ
上
が
ろ
う
と

し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
す
べ
っ
て
上
が

れ
ま
せ
ん
。
木
の
根
っ
こ
に
つ
か
ま
り

や
っ
と
は
い
上
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ

く
み
る
と
木
の
根
っ
こ
と
思
っ
た
の
は
、

実
は
兎
の
と
も
足
で
し
た
。
兎
は
苦
し
ま

ぎ
れ
に
、
前
足
で
逃
げ
よ
う
と
し
て
、
土

を
か
き
分
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
す
ば
ら
し

く
太
い
山
芋
が
あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
お
ま
け
に
足あ
し
も
と許
が
ひ
ど
く
重
い
。

　
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」

　

茂
平
さ
ん
は
や
っ
と
長
靴
を
脱
い
で
み

て
び
っ
く
り
仰
天
。
長
靴
の
中
に
小
鮒
、

ど
じ
ょ
う
が
ど
っ
さ
り
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
だ

か
股
引
の
中
が
ご
そ
ご
そ
と
く
す
ぐ
っ
た

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
い
そ
い
で
股
引
を

脱
い
で
み
た
ら
、
小
え
び
が
一
杯
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

一
度
に
鴨
三
羽
、
兎
、
山
芋
、
小
魚
類

と
一
緒
に
獲
れ
ま
し
た
。

　

茂
平
さ
ん
は
買
物
を
し
な
い
で
す
み
、

「
買
物
抜
き
の
ど
ん
こ
ろ
り
ん
か
、
ど
ん

こ
ろ
り
ん
か
」

と
、
独
り
言
を
言
い
な
が
ら
大
満
足
の
ホ

ク
ホ
ク
顔
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
と
さ
。

新
治
都
和
交
番

　
　
警
部
補
（
所
長
）
飯
村
　
英
夫

令
和
６
年
３
月
１
日
付
で
、
土
浦
警
察

署
新
治
都
和
交
番
所
長
に
着
任
し
た
飯
村

で
す
。
初
め
て
の
土
浦
警
察
署
勤
務
で
す

が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
現
在
茨
城
県
警
察
で
は
、
巡
回

連
絡
を
活
用
し
た
犯
罪
へ
の
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
力
強
化
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
６
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
、

各
世
帯
を
巡
回
連
絡
す
る
た
め
に
、
交
番

の
制
服
警
察
官
が
全
世
帯
を
訪
問
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
治
都
和
交
番

電
話　

８
３
１
‐
８
３
５
０

新
治
都
和
交
番
か
ら

お
知
ら
せ

「谷畑の池」と思われる　常名町の池



詩 
吟 
愛 

好 

会

詩
吟
の
普
及
と
元
気
は
つ
ら
つ
を

モ
ッ
ト
ー
に
２
０
１
０
年
に
詩
吟
愛
好

会
都
和
支
部
と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
福
祉
施
設
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
慰
問
し
て
披
露
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
連
主
催
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
も
任
意
で
参
加
し
て
い
ま

す
。ま

ず
は
興
味
が
あ
る
方
見
学
な
ど
大

歓
迎
で
す
。

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
、
午
後
３
時

か
ら
４
時
30
分
ま
で
都
和
公
民
館
で
練

習
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
に
発
足
し
た
ば
か
り

の
同
好
会
で
す
。

故
宮
本
千
代
子
先
生
の
公
民
館
講
座

「
古
文
の
細
道
」
を
引
継
い
だ
形
式
を

と
り
、
古
典
文
学
に
、
も
っ
と
親
し
み

た
い
と
い
う
熱
意
溢
れ
る
希
望
者
の
集

ま
り
で
す
。

内
容
は
、
古
典
文
学
作
品
を
読
み
解

い
て
い
き
ま
す
。
現
在
は「
源
氏
物
語
」

で
す
。
又
、
変
体
仮
名
で
書
か
れ
た
作

品
を
読
み
ま
す
。

会
員
数　

約
23
名

学
習
日　

月
１
回
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

「
都
和
公
民
館
ま
つ
り
」
に
つ
い
て

●�

今
年
は
、
12
月
１
日
（
日
）
に
開
催

い
た
し
ま
す
。

公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
・
作
品
展
・
模
擬
店
・

餅
ま
き
な
ど
、
沢
山
の
催
し
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
の
交
流

の
場
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

屋
根
・
外
壁
工
事
に
つ
い
て

●�

現
在
、
都
和
公
民
館
で
は
屋
根
や
屋

上
の
防
水
工
事
・
外
壁
の
補
修
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
、
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

古
典
文
学
同
好
会

（8）

令和６年 11月１日第 44 号 つわの風

編
集
後
記

同 

好 

会 

紹 

介

この広報紙は環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

お
知
ら
せ

都
和
公
民
館 

か
ら

都
和
公
民
館 

か
ら

厳
し
い
残
暑
が
や
っ
と
過
ぎ
去

り
、
虫
の
声
や
秋
風
が
心
地
よ
く
感

じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

つ
わ
の
風
第
44
号
を
発
行
す
る
に

あ
た
り
、
原
稿
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
広
報
部
で
は
、
年
間
２
回
、

11
月
と
３
月
に
「
つ
わ
の
風
」
を
発

行
し
、「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
11
月
号
は
恒

例
の
都
和
地
区
市
民
委
員
会
の
活
動

紹
介
で
す
。
６
つ
の
専
門
部
で
成
り

立
ち
、
各
部
員
の
活
動
が
部
長
さ
ん

の
事
業
実
施
内
容
か
ら
ご
理
解
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。「
ま
ち
の
話

題
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
日
常
が

戻
っ
て
猛
暑
の
中
、
盛
大
に
行
わ
れ

た
並
木
町
の
八
幡
祭
、
板
谷
町
の
盆

踊
り
、
そ
し
て
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
会

な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。
広
報
部
員

も
月
１
回
紙
面
作
り
に
、
意
見
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

次
号
は
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」「
公
民
館
ま
つ
り
」
を
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

ご
意
見
・
ご

感
想
な
ど
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
文

化
広
報
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
さ

ま
か
ら
の
情
報

を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。


